
施設方針施設方針

主要事業紹介

令和３年度

　２月17日、山田裕一市長が第447回白石市議会定例会で施政
方針演説を行い、令和３年度の市政運営の基本的な考え方を明ら
かにしました。今月号では、その内容と本年度の主立った事業を
お知らせします。

　

市
長
就
任
以
来
、「
市
政
課
題

を
先
送
り
し
な
い
」「
将
来
世
代

に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
」
と
い
う
思

い
を
胸
に
市
政
運
営
に
あ
た
り
、

「
市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
白
石
」

の
実
現
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た

っ
て「
持
続
可
能
な
白
石
市
」「
選

ば
れ
る
ま
ち
白
石
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
き
ま
し
た
。
全
世
界
で
猛

威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
地
域
経
済
活
動
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
甚
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
民
生
活
へ
の

支
援
」「
雇
用
の
維
持
と
事
業
の

継
続
」「
感
染
拡
大
防
止
」
を
柱

と
し
た
独
自
支
援
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
は
長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、感
染
予
防
の
た
め
の「
新

し
い
生
活
様
式
の
実
践
」
や
「
３

密
を
避
け
る
行
動
」
を
引
き
続
き

呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
応
す
る
た

め
、
本
市
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
」

を
設
置
し
、
白
石
市
医
師
会
と
連

携
し
な
が
ら
体
制
整
備
を
早
急
に

進
め
る
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
10

カ
年
を
計
画
期
間
と
す
る
新
し
い

総
合
計
画
「
第
６
次
白
石
市
総
合

計
画
」
を
策
定
、
本
市
の
目
指
す

将
来
像
を
「
人
と
地
域
が
輝
き
、

と
も
に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

ま
ち　
し
ろ
い
し
」
と
定
め
、
本

計
画
の
目
指
す
将
来
像
の
実
現
に

向
け
て
「
ひ
と
づ
く
り
」「
地
域

力
の
向
上
」「
新
し
い
価
値
の
創

造
」
を
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
視
点
と
し
て
、
持
続
可
能
な

施政方針

「
第
６
次
白
石
市
総
合
計
画
」
を
策
定

　
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
に
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
加
え
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を
計
画

期
間
と
す
る
新
た
な
総
合
戦
略

『
白
石
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
「
第
２
期
総
合
戦
略
」』
に

基
づ
き
、「
第
６
次
白
石
市
総
合

計
画
」
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
地
方
創
生
を
さ
ら
に
推
進
し
、

本
市
の
目
指
す
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
市

政
課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
、
本
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
新
し
い
時

代
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●将来人口の展望
　将来人口は、社人研による推計で20年後の令和22年に23,328人、40年後の令和42年に13,899人将来人口は、社人研による推計で20年後の令和22年に23,328人、40年後の令和42年に13,899人
と推計されていますが、人口減少に対する政策誘導などにより上昇を見込み、令和22年に25,382人、と推計されていますが、人口減少に対する政策誘導などにより上昇を見込み、令和22年に25,382人、
令和42年に18,076人を今後の展望とします。令和42年に18,076人を今後の展望とします。

白石市まち・ひと・しごと創生「第２期総合戦略」

「第６次白石市総合計画」

●基本構想
　本市の目指す将来像「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　しろいし」

　人口減少・少子高齢化社会の中であっても本市が持続可能なまちであり続けるために、人材・地域・
地域資源を最大限に活用することが必要です。
　市民一人ひとりがその個性や能力を発揮しながら、地域づくりの担い手として活躍するとともに、新
たな視点でさまざまな地域資源・魅力を発見し、育て、高めあうことで、新しい価値を創造し、まちへ
の誇りと愛着を持って暮らしていくことができるまちづくりを推進します。
　さらに、地域共生社会の実現に向けて、市民一人ひとりの暮らしや生きがい、地域をともに創ってい
くことを目指したまちづくりを推進します。

●「第６次白石市総合計画」とは
　本市の最上位計画で、時代の潮流や地域社会環境の変化に対応した、本市の目指す将来像やまちづく市の最上位計画で、時代の潮流や地域社会環境の変化に対応した、本市の目指す将来像やまちづく
りの方向性を示す指針。令和３年度を初年度とし、令和12年度を目標年次とする今後10年間の計画です。りの方向性を示す指針。令和３年度を初年度とし、令和12年度を目標年次とする今後10年間の計画です。

●まち・ひと・しごと創生「第２期総合戦略」とは
　「人口ビジョン（改訂版）」が示す人口の将来展望を踏まえ、令和３年度を初年度とし、令和７年度を「人口ビジョン（改訂版）」が示す人口の将来展望を踏まえ、令和３年度を初年度とし、令和７年度を
目標年次とする今後５年間の戦略です。目標年次とする今後５年間の戦略です。

●分野目標と重点戦略
　目指す将来像の実現に向けたまちづくりを進めていくにあたり、本市の特性を踏まえて、効率的で効
果的な施策を戦略的に推進するため、分野目標を定めました。
　また、分野横断的な取り組みを重点戦略と位置づけ、本計画期間に特に力を入れて取り組むこととし、
それぞれの重点戦略には目標、分野目標には成果指標など、主な取り組みを定めています。
　詳しくは、市公式ホームページをご覧ください。

●基本目標
　基本目標に係る数値目標などは、市公式ホームページをご覧ください。基本目標に係る数値目標などは、市公式ホームページをご覧ください。
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